
議題（１） 

他館のコンセプト事例及びコンセプトに即した機能事例 

（説明資料）

長崎原爆資料館 



(1) 沿  革 

 原爆の惨禍から立ち上がった市民の復興への意欲と、世界恒久平和の念願を象徴

するため、長崎国際文化都市建設法（昭和 24 年８月９日施行）の一事業として、

昭和30年２月に長崎国際文化会館が建設され、被爆資料の展示などを行っていた。 

 原爆被爆 50 周年記念事業の一つとして、老朽化した同館の展示機能の充実を図

る目的から、長崎国際文化会館の建て替えを行うこととし、平成５年７月に解体を

始め、同年９月から主体工事に着手した。建替期間中は長崎市平和会館で仮展示を

行った。 

 名称を長崎原爆資料館と改め、平成８年３月に竣工、同年４月に開館した。 

  また、平成 27年度には、被爆 70 周年事業として、展示環境の改善及び展示内容

の充実を図るため、展示室の更新整備を実施した。（更新内容については別添参照） 

(2) 施設の概要 

 大型資料を展示するための吹き抜け空間を設けたワンフロアの展示室や、被爆体

験講話や映像など によって平和について学ぶことができる原爆資料館ホール等

を設けるなど、世界恒久平和を願う長崎市の平和の発信拠点施設である。 

ア 所 在 地 長崎市平野町７番８号 

イ 敷地面積 15,391.53m2

ウ 建築延面積 7,949.73m2

エ 総事業費 6,641,562,494 円 

オ 構 造 鉄筋コンクリート・一部鉄骨造 地下２階、地上２階 

カ 各階の内容 

(3) 展示の特徴 

ア 被爆の惨状をはじめ原爆が投下されるに 

至った経過、核兵器開発の歴史、平和希求 

などストーリー性のある展示を行っている。 

イ 大型の原爆被災資料、被爆した浦上天主 

堂の南側壁面一部の再現造型などにより、 

被爆直後の長崎の惨状を再現している。 

ウ 映像資料を利用したわかりやすい解説を 

行っている。 

エ 主要展示資料には、日本語、英語、中国 

語、韓国語の４か国語表記キャプションを 

設置している。モバイル端末により、11 か 

国語で展示解説を閲覧できる。 

(4) 常設展示室観覧料金 

２  階 会議室、応接室 

１  階 図書室（ビデオコーナー）、事務室 

地下１階 
エントランスロビー、原爆資料館ホール、平和学習室、 

ビデオルーム、いこいの広場、書籍売店、喫茶室 

地下２階 常設展示室、企画展示室、収蔵室 

長崎原爆資料館について
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区 分 個 人 団 体（15 名以上）

一 般 200 円 160 円 

小・中・高校生 100 円 80 円 

※幼児は無料 

(5)  開館時間 

午前８時 30 分～午後５時 30 分（５月～８月は午後６時 30 分まで） 

(6) 休 館 日 

12 月 29 日～12 月 31 日 

(7) 駐 車 場 

ア 駐車台数 大型バス 12 台、普通車 71 台  

イ 開場時間 午前８時～午後６時（５月～８月は午後７時まで） 

ウ 料  金 大型バス 最初の１時間まで 510円（以後 30 分毎に 510 円） 

     普 通 車 最初の１時間まで 100 円（以後 30分毎に 100 円） 

(8) 付属施設 

ア 図 書 室 

平成 11年 11 月から貸出業務を開始した（一部の図書を除く。）。 

コンピューター図書オンラインシステムにより、市立図書館、公民館やふれ 

あいセンター等の所蔵図書が相互に検索、予約、貸出、返却可能となっている。 

(ア) 利用時間 午前９時～午後５時 

(イ) 休  日 毎週月曜日、12 月 29 日～１月３日 

(ウ) 蔵 書 数（平成 28 年３月 31日現在）     （単位：冊）

一般図書 児童図書 合 計 

22,702 2,728 25,430 

(エ) 利用実績（平成 27年度）

入室者数 貸出利用者数 貸出冊数 

14,290 3,309 6,538 

イ 原爆資料館ホール 

（ア） 収容人員  348 人（固定席 345 席＋車椅子用 ３席） 

（イ） 利用時間  午前９時～午後 10 時 

（ウ） 休  日  12 月 29 日～１月３日 

（エ） 付属設備  楽屋１、通訳ブース４、調光室１ 

（オ） 利用実績                        （単位：件） 

46 26526 198 14       7       
62 30827 223 19       4       

41
24

8       
30       219

25 199 20       

年　　度 計そ の 他平和学習 講 演 会 研 修 会

12       

268

23 221 30       30239
39 2924       
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ウ 平和学習室 

（ア） 収容人員  Ａ・Ｂ・Ｃ 各部屋 50人 全体使用時 150 人 

（イ） 利用実績（公益財団法人長崎平和推進協会による被爆体験講話の件数） 

年 度 平和学習（件）

23 258 

24 264 

25 274 

26 287 

27 261 

エ 企画展示室

常設展示と相互補完し、より具体的に、より多面的に原爆被害の実相を見て、

感じて、学んでいただくため、常設展示室で展示していない資料などを期間を定

めて展示したり、毎年テーマに基づいた被災資料や記録資料、絵画などの企画展

示を開催している。 

オ 企画展実績

25 原爆資料館収蔵資料展

「復興・長崎」被爆から6年後の旅 展

平成25年７月10日～平成25年８月28日

生と死のはざまで 被爆者救援列車展 平成26年３月26日～平成26年６月30日 20 約　63,000

40

70

約  49,000

約  94,000

年度 開　　　催　　　期　　　間 作品数(点) 入場者数(人)

平成25年９月５日～平成26年１月30日

原爆資料館収蔵資料展 平成26年７月23日～平成26年９月28日 40 約　56,000

平成23年５月17日～平成23日７月25日 40

長崎＜11：02＞東松照明写真展 平成25年２月14日～平成25年６月30日 65 約　79,000

約　56,000

24 原爆資料館収蔵資料展 平成24年７月４日～平成24年９月２日

50

「8.10ナガサキ」展 平成23年10月20日～平成24年３月６日 60

企　  画　  展　  名

23 「永井隆博士のまなざし」展

約　61,000

約　48,000

原爆を伝える―世代を超えて―

いまも残る被爆樹木
平成24年３月28日～平成24年６月20日

軍需工場での青春

―動員学徒と原爆―
平成24年９月13日～平成25年１月30日 50

26

27 〔常設展示室機器更新のため企画展示中止〕

約　28,000

約  70,000

原爆資料館収蔵資料展 平成23年７月28日～平成23年９月15日 30 約  36,000

30

(9)入館状況                             （単位：人）

89,473  671,921229,019 29,646  258,665 85,087  238,696 323,783

年 度
大　人 小　人

無料入館 合　　計
個　　　　　　人

計 大　人 小　人 計

団　　　　　　体

24 187,658 28,815

95,03723 187,286 29,885  217,171 69,222  273,073 654,503

644,85081,796  252,318 334,114 94,263

342,295

94,74325 215,307 30,434  245,741

27 275,777 34,212  309,989

26

743,74592,685  241,520 334,205 99,551

216,473

667,37978,331  248,564 326,895
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 (10) 原爆被災資料等の展示及び活用状況 

ア 目   的 

 核兵器による惨事を再び人類史上に繰り返さないために、世界恒久平和の実現

を訴えることは、長崎市民の使命であり責務である。このため、長崎原爆資料館

に原爆被災資料を保存、展示し、被爆の実相を多くの人々に知らしめるとともに、

原爆被爆の悲惨さを世界に向かって訴え、平和の輪を広げようとするものである。 

イ 原爆被災資料等の展示状況 

館 内（平成 28年４月現在）                 （単位：点） 

合　　　計

1556

被 災 物 品 絵画・模型・標本 写 真 資 料 映 像 資 料

420 279 777 80
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